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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年12月27日(2012.12.27)

【公表番号】特表2012-508227(P2012-508227A)
【公表日】平成24年4月5日(2012.4.5)
【年通号数】公開・登録公報2012-014
【出願番号】特願2011-535202(P2011-535202)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 409/14     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  31/04     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  14/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  57/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 409/14    ＣＳＰ　
   Ｈ０１Ｌ  31/04    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ  14/00    　　　Ｐ
   Ｃ０９Ｂ  57/10    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月6日(2012.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式（ＩＩＩ）及び／又は式（ＩＶ）の化合物：

【化１】

　式中、Ａ1及びＡ2は、下記式（１）：
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【化２】

　の置換基であり、
　ｎは、１又は２の整数であり、そしてＺは、整数１，．．．，ｎの群の整数であり、こ
こで、ＡZは、ｎ個の連続的な部分ＡのＺ番目の部分であり、ＡZは他のＡZと異なること
ができ、
　ＡZは、独立して、Ｃ4～Ｃ20のアリールから選択され、前記アリールは、置換基Ａｎｃ
を除いて、さらに置換されるか、又はさらに置換されず、そして前記アリールは、１～１
０個のヘテロ原子を含み、
　ｎ＝２の場合には、ＡZはまた、ビニレン：
【化３】

　及びエチニレン：
【化４】

　から選択されることができ、前記ビニレンは、置換されていてもよいが、少なくとも１
つのＡZは、Ｃ4～Ｃ20のアリールであり、前記アリールは、さらに置換されるか、又はさ
らに置換されず、そして１～１０個のヘテロ原子を含み、
　ｎ≧１の場合には、Ａ1は、下記式（２）～（２４）：
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【化５】
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【化６】

　の部分から選択され、
　Ａ及びＢは、適用可能な場合、それぞれ独立して、Ｓ（硫黄）、Ｏ（酸素）、及びＳｅ
（セレン）から選択され、
　Ｘは、Ｃ，Ｓｉ，Ｇｅ，Ｓｎ又はＰｂの１つから選択され
　置換基Ｒ51～Ｒ131は、適用可能な場合、他から独立して、Ｈ、ハロゲン、及び０～２
０のヘテロ原子を含むＣ1～Ｃ20の炭化水素から選択され、
　Ａ2は、存在する（ｎ＝２）ことができるか、又は存在しない（ｎ＝１）ことができ、
Ａ2が存在しない場合、固定基Ａｎｃは、Ａ1に直接連結し、
　置換基Ｒ20～Ｒ34の１つは、他から独立して、Ｈ、ハロゲン、又は０～２０のヘテロ原
子を含むＣ1～Ｃ20の炭化水素、あるいは式（１）の置換基から選択され、
　置換基Ｒ20～Ｒ34の１つ超が、式（１）の置換基である場合には、ｎ個の式（１）の置
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換基は、他のｎ個の式（１）の置換基と同一であるか、又は異なることができ、そしてＡ

zは、他の式（１）の置換基のそれぞれのＡzと異なることができる。
【請求項２】
　前記固定基Ａｎｃが、－ＣＯＯＨ，－ＰＯ3Ｈ2，－ＰＯ4Ｈ2，－Ｐ（Ｒ100）Ｏ2Ｈ（ホ
スフィン酸）、－ＳＯ3Ｈ2，－ＣＯＮＨＯＨ-、アセチルアセトネート、上述の脱プロト
ン化形態、前記脱プロトン化形態の塩、及びπ導電特性を有するキレート基から選択され
；Ｒ100が、１～２０の炭素及び０～２０のヘテロ原子を含む炭化水素であり、前記炭化
水素が、炭素原子により、前記ホスフィン酸のＰ原子に共有結合されており；そしてＲ10

0が、固定基Ａｎｃを有するビ－又はポリピリジン配位子に、さらに共有結合的に接続さ
れうる、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　式（ＩＩＩ）及び／又は式（ＩＶ）の化合物が、下記式（Ｖ）又は（ＶＩ）：
【化７】

　（式中、Ａ1及びＡ2は、上述の通りであり、
　ｎ＝２の場合には、ＡZは、ビニレン：

【化８】

　及びエチニレン：
【化９】

　から選択されることができ、前記ビニレンは、置換されていてもよいが、少なくとも１
つのＡZは、前記アリールであり、
　ｎ≧１の場合には、Ａ1は、前記式（２）～（２４）の部分から選択され、
　Ａ2は、存在する（ｎ＝２）ことができるか、又は存在しない（ｎ＝１）ことができ、
Ａ2が存在しない場合、固定基Ａｎｃは、Ａ1に直接連結し、
　Ａｎｃは、上述の通りであり、
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　Ｒ1，Ｒ2，Ｒ4，Ｒ5，Ｒ7～Ｒ10，Ｒ12，Ｒ13，Ｒ15，Ｒ16，Ｒ18及びＲ19は、Ｒ20～
Ｒ34として規定される）
　の化合物から選択される、請求項１又は２に記載の化合物。
【請求項４】
　適用可能な任意のＡZ、Ａ1及びＡ2が、独立して、前記式（２）～（２４）の部分及び
下記式（２５）～（２９）：
【化１０】

　の部分から選択されるが、少なくとも１つの部分が、前記式（２）～（２４）の部分の
１つから選択され、
　Ａ及びＢは、適用可能な場合、それぞれ独立して、Ｓ（硫黄）、Ｏ（酸素）、及びＳｅ
（セレン）から選択され、
　Ｘは、Ｃ，Ｓｉ，Ｇｅ，Ｓｎ又はＰｂの１つから選択され、好ましくはＣ及びＳｉから
選択され、最も好ましくはＣであり、
　置換基Ｒ132～Ｒ143は、適用可能な場合、他から独立して、Ｈ、ハロゲン、及び０～２
０のヘテロ原子を含むＣ1～Ｃ20の炭化水素から選択される、
　請求項１～３のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項５】
　式（１）の置換基において、ｎ＞１の場合、Ａ1が、前記式（２）～（５）の部分から
選択される、請求項１～４のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項６】
　Ａ1が、式（２）又は（４）の部分である、請求項１～５のいずれか一項に記載の化合
物。
【請求項７】
　式（Ｖ）及び／又は（ＶＩ）のＲ1，Ｒ2，Ｒ4，Ｒ5，Ｒ7～Ｒ10，Ｒ12，Ｒ13，Ｒ15，
Ｒ16，Ｒ18及びＲ19と、式（ＩＩＩ）及び式（ＩＶ）のＲ20～Ｒ34とが、独立して、Ｈ、
ハロゲン又はＣ1～Ｃ10アルキル、Ｃ2～Ｃ10アルケニル、Ｃ2～Ｃ10アルキニル、及びＣ4

～Ｃ15アリールから選択され、前記アルキル、アルケニル及びアルキニルは、直鎖又は分
岐鎖であり、そして前記アルキル、アルケニル及びアルキニルは、所望により、さらに置
換され、そして前記アリールは、Ｃ4アリールである場合、芳香環を提供するように、環
内にＯ、Ｓ及びＮから選択される少なくとも１つのヘテロ原子を含む、請求項１～６のい
ずれか一項に記載の化合物。
【請求項８】
　ｎが１であり、そして式（１）の全ての置換基において、Ａ1が、下記式（２５）～（
３２）：
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【化１１】

　の部分の１つから選択される、請求項１～７のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項９】
　置換基Ｒ51～Ｒ143が、存在する範囲で、独立して、Ｈ、ハロゲン、本明細書に規定さ
れる固定基、シアノ、Ｃ1～Ｃ10アルキル及びＣ2～Ｃ10アルケニルから選択され、前記ア
ルキル及びアルケニルが、直鎖又は分岐鎖であり、そして所望により、さらに置換されて
いる、請求項１～８のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１０】
　色素増感された太陽電池の有機金属増感剤における固定配位子としての、請求項１～９
のいずれか一項に記載の式（ＩＩＩ）及び／又は式（ＩＶ）の化合物の使用。
【請求項１１】
　次の式（ＸＩ）、（ＸＩＩ）又は（ＸＩＩＩ）：
　ＭＬ1Ｌ2Ｌ3Ｌ4（ＸＩ）
　ＭＬ5Ｌ3Ｌ4Ｌ6（ＸＩＩ）
　ＭＬ5Ｌ2Ｌ4（ＸＩＩＩ）
　（式中、Ｍは、Ｒｕ，Ｏｓ，Ｉｒ，Ｒｅ，Ｒｈ及びＦｅから選択される金属原子であり
、
　Ｌ1は、請求項１～９のいずれか一項に記載の式（ＩＩＩ）又は（Ｖ）のビピリジン配
位子であり、
　Ｌ2は、Ｌ1から独立して、請求項１～９のいずれか一項に記載の式（ＩＩＩ）若しくは
（Ｖ）の配位子、又は２～２０個のヘテロ原子を含むＣ3～Ｃ30の炭化水素である二座配
位子であり、
　Ｌ3、Ｌ4及びＬ6は、独立して、Ｈ2Ｏ，－Ｃｌ，－Ｂｒ，－Ｉ，－ＣＮ，－ＮＣＯ，－
ＮＣＳ及び－ＮＣＳｅから選択される１価の配位子であり、
　Ｌ5は、請求項１～９のいずれか一項に記載の式（ＩＶ）又は（ＶＩ）の配位子である
）
　の色素。
【請求項１２】



(8) JP 2012-508227 A5 2012.12.27

　Ｌ2が、次の式（ＸＶ）：
【化１２】

　（式中、置換基Ｒ1～Ｒ8は、他から独立して、Ｈ、ハロゲン、及び０～２０のヘテロ原
子を含むＣ1～Ｃ20炭化水素から選択される）
　のビピリジン配位子である、請求項１１に記載の色素。
【請求項１３】
　１つ又は２つ以上の置換基Ｒ1～Ｒ8が、他から独立して、下記式（５１）：

【化１３】

　式中、ｍは、１～１０の整数であり、そしてＸは、整数１，．．．，ｍの群の整数であ
り、Ｂxは、ｍ個の連続的な部分ＢのＸ番目の部分を表し、Ｂxは、他のＢxと異なること
ができ、
　式（ＸＶ）の化合物の置換基Ｒ1～Ｒ8の１つ超が式（５１）の置換基である場合、前記
置換基のｍは、式（５１）の別の置換基と同一又は異なることができ、そしてＢxは、式
（５１）の別の置換基のそれぞれのＢxから異なることができ、
　Ｂxは、独立して、Ｃ4～Ｃ20アリールから選択され、前記アリールは、置換基Ｒ10を除
いて、さらに置換されているか、又はさらに置換されておらず、そして前記アリールは、
０～５個のヘテロ原子を含み、
　Ｂxはまた、独立して、置換された又は非置換のビニレン：
【化１４】

　及びエチニレン：
【化１５】

　から選択されることができ、
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　Ｒ10は、独立して、Ｈ、ハロゲン、及び０～２０のヘテロ原子を含むＣ1～Ｃ20の炭化
水素から選択される）
　の置換基から選択される、請求項１２に記載の色素。
【請求項１４】
　Ｂxが、独立して、前記式（２）～（２９）の部分から選択される、請求項１３に記載
の色素。
【請求項１５】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の式（ＩＩＩ）及び／若しくは式（ＩＶ）の化合物
、並びに／又は請求項１１～１４のいずれか一項に記載の色素を含む、光電変換素子。
【請求項１６】
　半導体材料（４）と、そこに吸着された、請求項１１～１４のいずれか一項に記載の色
素を含む色素層（５）及び／又は請求項１～９のいずれか一項に記載の化合物を含む色素
（５）とを含む光吸収層（３）を含む、請求項１５に記載の素子。
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